
 

さいたま都市計画地区計画の変更 

   

   さいたま都市計画アーバンみらい東大宮地区地区計画を次のように変更する。 

名     称  アーバンみらい東大宮地区地区計画 

位     置  さいたま市見沼区春野１丁目及び春野２丁目の各一部 

面     積  約３８．５ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、ＪＲ東大宮駅の東約２km、東武野田線七里駅の北約２ｋｍに位

置し、健全な住宅市街地の形成が図られる地区である。 

そのため、本計画により必要な地区施設の整備を図り、適正かつ合理的

な土地利用を行い、良好な住宅地の形成及び保全をすることを目標とす

る。 
〈土地利用の方針〉 

地区計画を定める区域は、以下の区分により、それぞれの方針に従って、土

地利用を誘導する。また、歩行者専用道路等により地区内各施設の有機的ネ

ットワーク化を図る。 

① Ａ地区 

商業施設の立地を図る地区とする。 

② Ｂ－１・Ｂ－２地区 

土地の有効かつ高度利用を図るため、主として中高層住宅の立地

を図る地区とし、さらにＢ－２地区では高齢者に対応した施設機能

を許容するものとする。また、調整池については、住宅地の後背地であ

るため都市緑地等として多目的利用を図る。 

③ Ｃ地区 

   遊水池を兼ねる公園、小学校・中学校等の公共公益施設の立地を

図る地区とする。 
〈地区施設の整備の方針〉 

地区内幹線道路は、歩車分離の道路構造とし、街路樹の植栽により美し

い道路景観を構成する。 

また、歩行者専用道路により安全、快適なまちづくりを行う。 

地区内公園は、住区基幹公園として遊水機能を併せ持った公園を配置

し、歩行者動線とネットワークを図り、多様なレクリエーション需要に対

応する。 

〈建築物等の整備の方針〉 

建築物等の用途の制限、壁面の位置の制限、建築物の形態又は色彩その

他の意匠、垣又はさくの構造について規制を加えることにより、防災上、

良好な住環境の向上を図るものとする。 

また、敷地内の緑化はもとより、歩行者用通路、幼児の遊び場等も確保

し、緑化に努め良好な街並みを形成する。 

区域の整備、開発及び保全

に関する方針 

〈その他当該地区の整備、開発及び保全に関する方針〉 

公衆の利用に供する公共公益施設及び店舗・業務施設等の出入口・通

路・階段・便所等については、高齢者や身体障害者等の利用に配慮する。 



 

道   路 

地区内幹線道路１号  幅員 １８．０ｍ  延長 約 ２６０ｍ 

              ２号  幅員 １２．５ｍ  延長 約 ８６０ｍ 

              ３号  幅員 １２．０ｍ  延長 約 ５１０ｍ 

歩行者専用道路１号  幅員  ３．０ｍ  延長 約 ６８０ｍ 

             ２号  幅員 １０．０ｍ  延長 約 １６０ｍ 

             ３号  幅員 １０．０ｍ  延長 約 １９０ｍ 

             ４号  幅員  ４．０ｍ  延長 約 ２７０ｍ 

              ５号  幅員  ４．０ｍ  延長 約 ２１０ｍ 

              ６号  幅員  ４．０ｍ  延長 約 １７０ｍ 

              ７号  幅員  ４．０ｍ  延長 約 １３０ｍ 

              ８号  幅員  ４．０ｍ  延長 約 ２６０ｍ 

住区街路    １号   幅員 １０．５ｍ  延長 約  ９０ｍ 

      ２号   幅員  ９．０ｍ  延長 約 ３７０ｍ 

      ３号   幅員  ８．０ｍ  延長 約  ９０ｍ 

      ４号   幅員  ８．０ｍ  延長 約 ７６０ｍ 

      ５号   幅員  ９．０ｍ  延長 約 １２０ｍ 

      ６号   幅員 １２．０ｍ  延長 約 ２６０ｍ 
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その他の公共空地 

調整池   １カ所  面積 約  １０．１ｈａ 

ポケットパーク１号  面積 約 ３３０   ㎡ 

              ２号  面積 約 ３１０   ㎡ 

            ３号  面積 約 ２１０   ㎡ 

区分の名称 Ａ地区 Ｂ－１地区 Ｂ－２地区 Ｃ地区 
地区の

区分 
区分の面積 約１．５ｈａ 約２２．５ｈａ 約６．５ｈａ 約８．０ｈａ 

次の各号に掲げる建築物以外の建築物は建築してはな

らない。 
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建築物等の用途の

制限 

 次の各号に掲

げる建築物は建

築してはならな

い。 
① 工場 

  （ただし、建

築基準法施行

令第１３０条

の６に規定す

る も の を 除

く。） 

② ホテル・旅

 館 

① 共同住宅 

② 保育園・幼

稚園 

③ 汚水処理場 

④  巡査派出

所、公衆電話

所、バス乗務

員休憩所及び

建築基準法施

行令第１３０

条の４で定め

るもの 

⑤ 公民館、集

会所及びこれ

らに類するも

の 

⑥ 店舗、事務

所、医療施設、

工場（ただし、

建築基準法施

行令第１３０ 

① 共同住宅 

② 保育園・幼

稚園 

③ 老人福祉セ

ンター、老人

ホームその他

これらに類す

るもの 

④ 汚水処理場 

⑤  巡査派出

所、公衆電話

所、バス乗務

員休憩所及び

建築基準法施

行令第１３０

条の４で定め

るもの 

⑥ 公民館、集

会所及びこれら

に類するもの 

① 公共公益施

設 



建築物等の用途の

制限 

 
条の６に規定

するもの）に

供する部分が

２階以下の建

築物 

⑦ 前各号の建築

物に附属する

建築物 

⑦ 店舗、事務

所、医療施設、

工場（ただし、

建築基準法施

行令第１３０

条の６に規定

するもの）に

供する部分が

２階以下の建

築物 

⑧ 前各号の建築

物に附属する

建築物 

 

壁面の位置の制限 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面及び高さ 2.0ｍを越える門又は塀

の面から、道路境界線までの距離は 2.0ｍ以上でなければならない。 

建築物等の形態又

は色彩その他の意

匠の制限 

１．建築物の外壁

の色彩は、地区

の環境に調和

した色彩とす

る。 

２．屋外広告物

の色彩・形態

等は、地区の

環境に調和し

た も の と す

る。 

１．建築物の外壁の色彩は、地区の環境に調和した色彩と

する。 

２．勾配屋根とする。 

３．屋外広告物は、さいたま市屋外広告物条例施行規則

第４条に規定する別表第１によるものとする。 

道路に面する側の垣又はさくの構造は、次の各号の

一に掲げるものとする。 

 ただし、ゴミ集積所の囲障及び門柱等についてはこの

限りではない。 
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垣又はさくの構造

の制限 

① 生垣 

② 鉄柵、金網等

の透視可能な

フェンスで、道

路地盤面から

の高さ1.0ｍ

以下のもの 

 

① 生垣 

② 鉄柵、金網等

の透視可能な

フェンスで、道

路地盤面から

の高さ1.0ｍ

以下のもの 

ただし、計

画図に示す部

分は、2.0ｍ以

下とする。 

① 生垣 

② 鉄柵、金網等

の透視可能な

フェンスで、道

路地盤面から

の高さ1.0ｍ

以下のもの 

 

計画図に示す

部分の垣又はさ

くの構造は、鉄

柵、金網等の透視

可能なフェンス

で、道路地盤面

からの高さ2.0

ｍ以下のものと

する。 

  理 由  誰もが安心して暮らせる良好な住環境を形成するため、適正な土地利用の誘導を図る。 


